
平 成 29 年
４月25日
（火曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
告
示

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
に
関
す
る
告
示
の
一

部
改
正
（
給
与
厚
生
課
）

一
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…
…
…

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及
び

最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
（
給
与
厚
生
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
第
十
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
知
事
が
定
め
る
金
額
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
（
給
与
厚
生
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
保
安
林
（
美
祢
市
）
（
森
林
整
備
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

公
有
水
面
の
埋
立
て
の
免
許
の
出
願
（
港
湾
課
）

三
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

契
約
の
締
結
（
防
災
危
機
管
理
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

製
菓
衛
生
師
試
験
の
実
施
（
生
活
衛
生
課
）

五

…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

調
理
師
試
験
の
実
施
（
生
活
衛
生
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

特
別
保
護
地
区
の
指
定
の
案
の
縦
覧
（
自
然
保
護
課
）

六

…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

周
南
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
都
市
計
画
課
）

七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

周
南
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
都
市
計
画
課
）

七
…
…
…
…
…
…
…
…
…

周
南
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
都
市
計
画
課
）

七
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

周
南
都
市
計
画
緑
地
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
都
市
計
画
課
）

八
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

告

示

山
口
県
告
示
第
百
六
十
三
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
に
関
す
る
告
示

（
昭
和
四
十
三
年
山
口
県
告
示
第
四
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
後
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
に
関
す

る
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
五
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
年
金
た
る
補
償
以
外
の
補

償
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
年
金
た
る
補
償
以
外
の
補
償
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

補
償
基
礎
額
の
表
第
二
号
の
イ
中
「
三
千
九
百
三
十
円
」
を
「
三
千
九
百
二
十
円
」
に
改
め

る
。

山
口
県
告
示
第
百
六
十
四
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
限
度
額
及

び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
四
年
山
口
県
告
示
第
六
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

改
正
後
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低

限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
に
関
す
る
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
五
月
一
日
以
後
の
期
間
に
係
る
年
金
た

る
補
償
及
び
同
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間

に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

表
中
「
四
、
六
八
八
円
」
を
「
四
、
七
五
一
円
」
に
、
「
一
三
、
二
〇
七
円
」
を
「
一
三
、
二
八
七

円
」
に
、
「
五
、
一
七
三
円
」
を
「
五
、
三
三
三
円
」
に
、
「
五
、
七
二
一
円
」
を
「
五
、
八
九
四

円
」
に
、
「
一
三
、
五
八
九
円
」
を
「
一
三
、
九
五
八
円
」
に
、
「
六
、
一
三
九
円
」
を
「
六
、
二
三

三
円
」
に
、
「
一
六
、
三
一
二
円
」
を
「
一
六
、
四
五
六
円
」
に
、
「
六
、
五
七
一
円
」
を
「
六
、
六

五
四
円
」
に
、
「
一
八
、
八
〇
三
円
」
を
「
一
九
、
一
五
七
円
」
に
、
「
六
、
七
五
〇
円
」
を
「
六
、

八
九
三
円
」
に
、
「
二
一
、
三
五
五
円
」
を
「
二
一
、
二
七
九
円
」
に
、
「
六
、
八
六
五
円
」
を

「
七
、
〇
三
一
円
」
に
、
「
二
三
、
九
二
四
円
」
を
「
二
四
、
二
六
九
円
」
に
、
「
六
、
七
三
八
円
」

を
「
六
、
七
九
二
円
」
に
、
「
二
五
、
二
一
四
円
」
を
「
二
五
、
六
三
〇
円
」
に
、
「
六
、
〇
五
七

円
」
を
「
六
、
一
九
一
円
」
に
、
「
二
四
、
七
四
七
円
」
を
「
二
四
、
九
七
六
円
」
に
、
「
四
、
九
一

六
円
」
を
「
五
、
〇
〇
九
円
」
に
、
「
一
九
、
九
三
五
円
」
を
「
二
〇
、
二
九
七
円
」
に
、
「
三
、
九

三
〇
円
」
を
「
三
、
九
二
〇
円
」
に
、
「
一
五
、
五
七
九
円
」
を
「
一
五
、
五
五
八
円
」
に
改
め
る
。

一
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山
口
県
告
示
第
百
六
十
五
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
第
十
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
金
額
に
関
す
る
告
示
（
平
成
八
年
山
口
県
告
示
第
二
百
七
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
後
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
第
十
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
金
額
に
関
す
る
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
の
期
間

に
係
る
介
護
補
償
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る
介
護
補
償
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

表
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
中
「
十
万
四
千
九
百
五
十
円
」
を
「
十
万
五
千
百
三
十
円
」
に
、

「
五
万
七
千
三
十
円
」
を
「
五
万
七
千
百
十
円
」
に
改
め
、
同
表
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
中

「
五
万
二
千
四
百
八
十
円
」
を
「
五
万
二
千
五
百
七
十
円
」
に
、
「
二
万
八
千
五
百
二
十
円
」
を
「
二

万
八
千
五
百
六
十
円
」
に
改
め
る
。

山
口
県
告
示
第
百
六
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件
（
平
成
七
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
十
四
号
（
一
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
）
、
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件
（
平
成
八
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
四
十
九
号
（
一
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

二

変
更
に
係
る
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

変
更
し
な
い
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
及
び
樹
種
を
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
美
祢

市
建
設
経
済
部
農
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

美
祢
市
美
東
町
絵
堂
字
黒
猪
六
四
〇
、
字
三
本
松
六
四
一
、
字
鳥
屋
場
六
九
九
、
字
大
滝
一
七
〇

六
、
美
東
町
赤
字
本
谷
一
九
二
四
の
二
三
、
一
九
二
四
の
四
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
美
祢
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
美
祢

市
建
設
経
済
部
農
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

美
祢
市
美
東
町
大
田
字
西
崩
五
五
〇
の
一
六
か
ら
五
五
〇
の
二
二
ま
で
、
五
五
〇
の
二
四
か
ら
五

五
〇
の
三
三
ま
で
、
字
崩
五
五
五
の
一
、
五
五
五
の
二
、
一
四
三
二
、
一
四
三
三
、
一
四
三
六

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
美
祢
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
美
祢

二
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市
建
設
経
済
部
農
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
六
十
七
号

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
公
有
水
面
の
埋
立
て
の
免
許
の
出
願
が
あ
っ
た
。

同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
及
び
関
係
図
書
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十

五
日
か
ら
同
年
五
月
十
五
日
ま
で
の
間
、
山
口
県
土
木
建
築
部
港
湾
課
、
山
口
県
周
南
港
湾
管
理
事
務

所
及
び
光
市
建
設
部
監
理
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

徳
山
下
松
港
港
湾
管
理
者

山
口
県

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

埋
立
区
域

㈠

位
置

光
市
虹
ケ
浜
三
丁
目
一
の
二
か
ら
同
市
大
字
浅
江
字
懸
山
九
二
九
の
一
三
九
に
至
る
土
地
の
地

先
公
有
水
面

㈡

区
域

次
の
⚑
の
地
点
か
ら
三
度
一
七
分
三
九
秒
一
二
〇
・
六
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点
を
中
心
と
す
る
半

径
一
二
〇
・
六
四
メ
ー
ト
ル
の
円
で
⚑
の
地
点
と
⚒
の
地
点
を
結
ぶ
南
側
の
円
弧
、
⚒
の
地
点
と

⚓
の
地
点
を
結
ん
だ
線
、
⚓
の
地
点
か
ら
一
〇
度
四
分
二
一
秒
一
二
〇
・
六
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

を
中
心
と
す
る
半
径
一
二
〇
・
六
八
メ
ー
ト
ル
の
円
で
⚓
の
地
点
と
⚔
の
地
点
を
結
ぶ
南
側
の
円

弧
、
⚔
の
地
点
と
⚕
の
地
点
を
結
ん
だ
線
、
⚕
の
地
点
か
ら
一
五
度
三
五
分
五
七
秒
一
一
二
・
九

五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
を
中
心
と
す
る
半
径
一
一
二
・
九
五
メ
ー
ト
ル
の
円
で
⚕
の
地
点
と
⚖
の
地

点
を
結
ぶ
南
西
側
の
円
弧
、
⚖
の
地
点
か
ら
12
の
地
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
、
12
の
地
点
か
ら

四
九
度
一
九
分
一
二
秒
一
〇
二
・
〇
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点
を
中
心
と
す
る
半
径
一
〇
二
・
〇
八

メ
ー
ト
ル
の
円
で
12
の
地
点
と
13
の
地
点
を
結
ぶ
南
西
側
の
円
弧
、
13
の
地
点
か
ら
二
四
一
度
三

四
分
一
二
秒
九
七
・
九
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点
を
中
心
と
す
る
半
径
九
七
・
九
二
メ
ー
ト
ル
の
円
で

13
の
地
点
と
14
の
地
点
を
結
ぶ
北
東
側
の
円
弧
、
14
の
地
点
か
ら
20
の
地
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ

線
、
20
の
地
点
と
21
の
地
点
を
結
ぶ
平
成
三
年
三
月
二
十
八
日
付
け
建
中
山
道
管
第
四－

三
〇
九

号
で
し
ゅ
ん
功
通
知
さ
れ
た
埋
立
地
と
公
有
水
面
と
の
境
界
線
（
Ｄ
．
Ｌ
．
＋
三
・
二
一
メ
ー
ト

ル
）
、
21
の
地
点
と
22
の
地
点
を
結
ぶ
平
成
二
十
八
年
秋
分
の
満
潮
位
（
Ｄ
．
Ｌ
．
＋
三
・
〇
〇

メ
ー
ト
ル
）
（
以
下
「
満
潮
位
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
公
有
水
面
と
陸
地
と
の
境
界
線
、
22
の

地
点
と
23
の
地
点
を
結
ぶ
平
成
八
年
二
月
二
十
二
日
付
け
建
中
山
道
管
第
四－

二
二
三
号
で
し
ゅ

ん
功
通
知
さ
れ
た
埋
立
地
（
以
下
「
平
成
八
年
埋
立
地
」
と
い
う
。
）
と
公
有
水
面
と
の
境
界
線

（
Ｄ
．
Ｌ
．
＋
三
・
二
一
メ
ー
ト
ル
）
、
23
の
地
点
と
24
の
地
点
を
結
ぶ
満
潮
位
に
お
け
る
公
有

水
面
と
陸
地
と
の
境
界
線
、
24
の
地
点
と
25
の
地
点
を
結
ぶ
平
成
八
年
埋
立
地
と
公
有
水
面
と
の

境
界
線
（
Ｄ
．
Ｌ
．
＋
三
・
二
一
メ
ー
ト
ル
）
及
び
⚑
の
地
点
と
25
の
地
点
を
結
ぶ
満
潮
位
に
お

け
る
公
有
水
面
と
陸
地
と
の
境
界
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

⚑
の
地
点

光
市
虹
ケ
浜
三
丁
目
の
門
蔵
山
四
等
三
角
点
（
北
緯
三
三
度
五
八
分
二
四
・
六
五
九

秒
東
経
一
三
一
度
五
四
分
一
〇
・
一
七
八
秒
）
（
以
下
「
基
準
点
」
と
い
う
。
）
か
ら

三
〇
五
度
二
二
分
五
八
秒
一
二
三
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⚒
の
地
点

⚑
の
地
点
か
ら
二
七
六
度
四
一
分
一
九
秒
一
四
・
二
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⚓
の
地
点

⚒
の
地
点
か
ら
五
度
三
二
分
一
七
秒
二
・
〇
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⚔
の
地
点

⚓
の
地
点
か
ら
二
八
二
度
四
六
分
〇
〇
秒
一
一
・
三
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⚕
の
地
点

⚔
の
地
点
か
ら
一
三
度
二
六
分
一
八
秒
七
・
七
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⚖
の
地
点

⚕
の
地
点
か
ら
二
九
七
度
一
八
分
一
一
秒
四
五
・
八
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⚗
の
地
点

⚖
の
地
点
か
ら
三
一
〇
度
四
七
分
〇
一
秒
七
・
四
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⚘
の
地
点

⚗
の
地
点
か
ら
三
一
四
度
一
四
分
五
四
秒
九
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⚙
の
地
点

⚘
の
地
点
か
ら
三
一
八
度
〇
八
分
四
九
秒
二
一
・
六
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

10
の
地
点

⚙
の
地
点
か
ら
三
一
九
度
一
九
分
一
二
秒
八
八
・
五
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

11
の
地
点

10
の
地
点
か
ら
二
二
九
度
一
九
分
一
二
秒
〇
・
〇
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

12
の
地
点

11
の
地
点
か
ら
三
一
九
度
一
九
分
一
二
秒
七
九
・
三
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

13
の
地
点

12
の
地
点
か
ら
三
二
五
度
〇
二
分
〇
六
秒
二
〇
・
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

14
の
地
点

13
の
地
点
か
ら
三
二
五
度
五
五
分
二
一
秒
一
九
・
二
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

15
の
地
点

14
の
地
点
か
ら
三
二
〇
度
四
〇
分
三
二
秒
二
三
・
一
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

16
の
地
点

15
の
地
点
か
ら
五
一
度
〇
四
分
二
九
秒
〇
・
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

17
の
地
点

16
の
地
点
か
ら
三
二
二
度
〇
五
分
一
四
秒
五
八
・
六
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

18
の
地
点

17
の
地
点
か
ら
二
三
三
度
一
一
分
三
七
秒
五
・
九
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

19
の
地
点

18
の
地
点
か
ら
三
二
二
度
四
二
分
〇
六
秒
四
〇
・
七
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

20
の
地
点

19
の
地
点
か
ら
五
三
度
〇
二
分
四
三
秒
一
一
・
一
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

21
の
地
点

20
の
地
点
か
ら
一
三
六
度
三
四
分
五
三
秒
二
五
五
・
三
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

22
の
地
点

21
の
地
点
か
ら
一
二
八
度
二
一
分
三
〇
秒
九
・
二
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

23
の
地
点

22
の
地
点
か
ら
一
三
三
度
一
八
分
一
七
秒
六
四
・
六
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

24
の
地
点

23
の
地
点
か
ら
一
三
三
度
二
四
分
〇
九
秒
二
一
・
二
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

25
の
地
点

24
の
地
点
か
ら
一
三
一
度
二
七
分
五
二
秒
六
三
・
二
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㈢

面
積

二
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八
、
九
一
五
・
三
一
平
方
メ
ー
ト
ル

二

埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

㈠

位
置

光
市
虹
ケ
浜
三
丁
目
一
の
二
、
一
の
三
一
、
一
の
三
七
、
七
〇
九
の
二
及
び
七
〇
九
の
三
、
同

市
大
字
浅
江
字
横
尾
七
九
八
の
四
、
同
大
字
字
懸
山
九
二
九
の
一
二
七
、
九
二
九
の
一
二
九
及
び

九
二
九
の
一
三
九
並
び
に
同
市
虹
ケ
浜
三
丁
目
一
の
三
一
か
ら
同
市
大
字
浅
江
字
懸
山
九
二
九
の

一
二
九
ま
で
に
沿
接
す
る
一
般
国
道
一
八
八
号
地
内
並
び
に
同
市
虹
ケ
浜
三
丁
目
一
の
三
か
ら
同

市
大
字
浅
江
字
懸
山
九
二
九
の
一
二
七
に
至
る
土
地
の
地
先

㈡

区
域

次
の
①
の
地
点
か
ら
㉝
の
地
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
①
の
地
点
と
㉝
の
地
点
を
結
ん
だ

線
に
囲
ま
れ
た
区
域

①
の
地
点

基
準
点
か
ら
三
三
〇
度
一
二
分
一
七
秒
一
一
九
・
六
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

②
の
地
点

①
の
地
点
か
ら
二
一
三
度
〇
九
分
四
七
秒
二
九
・
〇
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

③
の
地
点

②
の
地
点
か
ら
二
二
四
度
一
一
分
〇
八
秒
五
・
二
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

④
の
地
点

③
の
地
点
か
ら
二
四
〇
度
二
四
分
五
七
秒
一
四
八
・
一
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑤
の
地
点

④
の
地
点
か
ら
三
一
九
度
二
〇
分
〇
七
秒
四
九
二
・
五
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑥
の
地
点

⑤
の
地
点
か
ら
六
五
度
二
一
分
四
三
秒
五
七
・
八
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑦
の
地
点

⑥
の
地
点
か
ら
三
〇
五
度
二
二
分
二
七
秒
一
八
一
・
四
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑧
の
地
点

⑦
の
地
点
か
ら
三
五
度
二
三
分
四
三
秒
一
二
七
・
九
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑨
の
地
点

⑧
の
地
点
か
ら
一
四
三
度
三
六
分
三
四
秒
一
七
三
・
四
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑩
の
地
点

⑨
の
地
点
か
ら
六
五
度
四
五
分
三
〇
秒
二
四
・
七
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑪
の
地
点

⑩
の
地
点
か
ら
一
四
五
度
五
二
分
五
〇
秒
五
〇
・
九
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑫
の
地
点

⑪
の
地
点
か
ら
一
四
五
度
〇
二
分
三
〇
秒
一
三
・
四
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑬
の
地
点

⑫
の
地
点
か
ら
一
四
三
度
三
一
分
四
八
秒
三
五
・
七
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑭
の
地
点

⑬
の
地
点
か
ら
一
四
一
度
五
八
分
三
六
秒
八
・
五
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑮
の
地
点

⑭
の
地
点
か
ら
一
四
一
度
〇
二
分
三
七
秒
二
一
・
五
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑯
の
地
点

⑮
の
地
点
か
ら
一
三
五
度
五
三
分
三
一
秒
一
六
・
二
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑰
の
地
点

⑯
の
地
点
か
ら
一
三
五
度
一
三
分
二
二
秒
四
二
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑱
の
地
点

⑰
の
地
点
か
ら
一
三
四
度
〇
二
分
二
六
秒
一
四
三
・
一
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑲
の
地
点

⑱
の
地
点
か
ら
一
六
九
度
五
一
分
二
七
秒
四
・
三
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

⑳
の
地
点

⑲
の
地
点
か
ら
一
三
三
度
二
五
分
一
三
秒
四
六
・
三
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㉑
の
地
点

⑳
の
地
点
か
ら
一
三
三
度
二
五
分
三
三
秒
一
八
・
〇
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㉒
の
地
点

㉑
の
地
点
か
ら
一
三
三
度
二
五
分
四
六
秒
九
・
〇
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㉓
の
地
点

㉒
の
地
点
か
ら
一
三
三
度
〇
〇
分
五
七
秒
九
・
〇
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㉔
の
地
点

㉓
の
地
点
か
ら
一
三
三
度
〇
六
分
〇
九
秒
九
・
九
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㉕
の
地
点

㉔
の
地
点
か
ら
一
三
二
度
〇
一
分
〇
二
秒
一
六
・
〇
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㉖
の
地
点

㉕
の
地
点
か
ら
一
三
二
度
〇
八
分
二
二
秒
一
六
・
一
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㉗
の
地
点

㉖
の
地
点
か
ら
一
三
一
度
二
一
分
四
〇
秒
一
二
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㉘
の
地
点

㉗
の
地
点
か
ら
一
二
九
度
一
二
分
〇
八
秒
四
・
五
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㉙
の
地
点

㉘
の
地
点
か
ら
一
二
七
度
四
〇
分
五
八
秒
九
・
〇
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㉚
の
地
点

㉙
の
地
点
か
ら
一
二
六
度
五
五
分
二
一
秒
九
・
〇
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㉛
の
地
点

㉚
の
地
点
か
ら
一
二
六
度
〇
〇
分
一
二
秒
一
三
・
五
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㉜
の
地
点

㉛
の
地
点
か
ら
一
二
五
度
一
六
分
二
八
秒
九
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㉝
の
地
点

㉜
の
地
点
か
ら
一
二
二
度
五
六
分
〇
五
秒
四
・
五
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

㈢

面
積

九
三
、
二
五
四
・
六
九
平
方
メ
ー
ト
ル

三

埋
立
地
の
用
途

道
路
用
地

四

出
願
人

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県

山
口
県
知
事

村
岡

嗣
政

五

出
願
の
年
月
日

平
成
二
十
九
年
四
月
七
日

公

告

（
一
三
四
）
契
約
の
締
結

次
の
と
お
り
随
意
契
約
の
方
法
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地

総
務
部
防
災
危
機
管
理
課

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

二

契
約
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
保
守
点
検
業
務

一
式

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

四
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随
意
契
約

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

五

契
約
の
相
手
方
の
名
称
及
び
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

日
本
無
線
株
式
会
社

東
京
都
三
鷹
市
牟
礼
六
丁
目
二
一
番
一
一
号

六

契
約
金
額

三
千
百
三
十
二
万
円

七

随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に

該
当
す
る
た
め

八

契
約
担
当
者

山
口
県
知
事

村
岡

嗣
政

（
一
三
五
）
製
菓
衛
生
師
試
験
の
実
施

製
菓
衛
生
師
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
製
菓
衛
生
師
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

試
験
の
日
時

平
成
二
十
九
年
八
月
十
九
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

二

試
験
の
場
所

山
口
市
秋
穂
二
島
一
〇
六
二
番
地

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

三

試
験
科
目

試
験
は
、
次
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
筆
記
試
験
に
よ
り
行
う
。

㈠

衛
生
法
規

㈡

公
衆
衛
生
学

㈢

食
品
学

㈣

食
品
衛
生
学

㈤

栄
養
学

㈥

製
菓
理
論
及
び
実
技

四

受
験
資
格

法
第
五
条
又
は
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

五

受
験
願
書
の
受
付
期
間

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
六
月
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
郵
送
の
場
合

は
、
六
月
二
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
、
有
効
と
す
る
。
）

六

受
験
願
書
等
の
提
出
先

㈠

県
内
に
居
住
す
る
者

住
所
地
を
所
管
す
る
保
健
所

㈡

県
外
に
居
住
す
る
者

山
口
市
滝
町
一
番
一
号
（
郵
便
番
号
七
五
三－

八
五
〇
一
）

山
口
県
環
境
生
活
部
生
活
衛
生
課

七

提
出
書
類

㈠

受
験
願
書

㈡

写
真
（
縦
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
出
願
前
六
月
以
内

に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
向
き
及
び
上
半
身
像
の
も
の
と
す
る
。
）

㈢

法
第
五
条
第
一
号
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る

書
類

㈣

法
第
五
条
第
二
号
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
及
び
菓
子
製
造
業

務
従
事
証
明
書

㈤

法
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
菓
子
製
造
業
務
従
事
証
明
書

八

受
験
手
数
料

九
千
四
百
五
十
円
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
受
験
願
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の

収
入
証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

九

合
格
者
の
発
表
等

㈠

合
格
者
の
発
表
日
等
に
つ
い
て
は
、
試
験
当
日
通
知
す
る
。

㈡

試
験
の
得
点
の
開
示
は
、
山
口
県
環
境
生
活
部
生
活
衛
生
課
に
お
い
て
行
う
の
で
、
試
験
の
得

点
の
開
示
を
受
け
よ
う
と
す
る
受
験
者
は
、
合
格
者
の
発
表
日
以
後
、
受
験
票
を
提
示
し
て
そ
の

旨
を
知
事
に
申
し
出
る
こ
と
。

十

そ
の
他

㈠

受
験
案
内
、
受
験
願
書
等
の
請
求
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
又
は
山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口

県
環
境
生
活
部
生
活
衛
生
課
に
す
る
こ
と
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
製
菓
衛

生
師
試
験
」
と
朱
書
し
、
百
二
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
縦
三
十

三
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

㈡

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
又
は
山
口
県
環
境
生
活
部
生
活
衛
生
課

（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

二
九
七
四
）
に
す
る
こ
と
。
郵
便
で
問
い
合
わ
せ
る
場
合
は
、
往
復

四
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は
が
き
を
使
用
す
る
か
、
又
は
八
十
二
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封

の
上
す
る
こ
と
。

（
一
三
六
）
調
理
師
試
験
の
実
施

調
理
師
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
調
理
師

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

試
験
の
日
時

平
成
二
十
九
年
八
月
十
九
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

二

試
験
の
場
所

山
口
市
秋
穂
二
島
一
〇
六
二
番
地

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

三

試
験
科
目

試
験
は
、
次
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
筆
記
試
験
に
よ
り
行
う
。

㈠

公
衆
衛
生
学

㈡

食
品
学

㈢

栄
養
学

㈣

食
品
衛
生
学

㈤

調
理
理
論

㈥

食
文
化
概
論

四

受
験
資
格

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
者
で
、
多
数
人
に

対
し
て
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与
す
る
施
設
又
は
営
業
で
調
理
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚

生
省
令
第
四
十
六
号
）
第
四
条
に
定
め
る
も
の
に
お
い
て
、
二
年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
も

の
五

受
験
願
書
の
受
付
期
間

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
六
月
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
郵
送
の
場
合

は
、
六
月
二
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
、
有
効
と
す
る
。
）

六

受
験
願
書
等
の
提
出
先

㈠

県
内
に
居
住
す
る
者

住
所
地
を
所
管
す
る
保
健
所

㈡

県
外
に
居
住
す
る
者

山
口
市
滝
町
一
番
一
号
（
郵
便
番
号
七
五
三－

八
五
〇
一
）

山
口
県
環
境
生
活
部
生
活
衛
生
課

七

提
出
書
類

㈠

受
験
願
書

㈡

写
真
（
縦
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
出
願
前
六
月
以
内

に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
向
き
及
び
上
半
身
像
の
も
の
と
す
る
。
）

㈢

最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
（
氏
名
が
卒
業
証
明
書
記
載
の
氏
名
と
異
な
る
場
合
は
、
戸
籍
の
謄

本
又
は
抄
本
を
添
付
す
る
こ
と
。
）

㈣

調
理
業
務
従
事
証
明
書

八

受
験
手
数
料

六
千
百
十
円
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
受
験
願
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ
と
。
こ
の
収
入

証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

九

合
格
者
の
発
表
等

㈠

合
格
者
の
発
表
日
等
に
つ
い
て
は
、
試
験
当
日
通
知
す
る
。

㈡

試
験
の
得
点
の
開
示
は
、
山
口
県
環
境
生
活
部
生
活
衛
生
課
に
お
い
て
行
う
の
で
、
試
験
の
得

点
の
開
示
を
受
け
よ
う
と
す
る
受
験
者
は
、
合
格
者
の
発
表
日
以
後
、
受
験
票
を
提
示
し
て
そ
の

旨
を
知
事
に
申
し
出
る
こ
と
。

十

そ
の
他

㈠

受
験
案
内
、
受
験
願
書
等
の
請
求
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
又
は
山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口

県
環
境
生
活
部
生
活
衛
生
課
に
す
る
こ
と
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
調
理
師

試
験
」
と
朱
書
し
、
百
二
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
縦
三
十
三
・
二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

㈡

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
又
は
山
口
県
環
境
生
活
部
生
活
衛
生
課

（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

二
九
七
四
）
に
す
る
こ
と
。
郵
便
で
問
い
合
わ
せ
る
場
合
は
、
往
復

は
が
き
を
使
用
す
る
か
、
又
は
八
十
二
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封

の
上
す
る
こ
と
。

（
一
三
七
）
特
別
保
護
地
区
の
指
定
の
案
の
縦
覧

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
い
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
指
定
に
係
る
特
別
保
護
地
区
の
名
称
、
区

域
、
存
続
期
間
及
び
当
該
特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
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す
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

特
別
保
護
地
区
の
名
称

壁
島
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

二

特
別
保
護
地
区
の
区
域

壁
島
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
（
面
積

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

三

特
別
保
護
地
区
の
存
続
期
間

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案

㈠

特
別
保
護
地
区
の
区
分

集
団
渡
来
地

㈡

指
定
の
目
的

当
該
区
域
は
、
多
く
の
ウ
ミ
ウ
が
越
冬
の
た
め
渡
来
し
て
お
り
、
ウ
ミ
ウ
の
休
息
地
と
し
て
特

に
良
好
な
生
息
環
境
に
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
保
護
地
区
と
し
て
指
定
し
、

当
該
区
域
内
の
鳥
獣
及
び
そ
の
生
息
地
の
保
護
を
図
る
。

五

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
五
月
八
日
ま
で

六

縦
覧
の
場
所

山
口
県
下
関
農
林
事
務
所

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
下
関
農
林
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。
）

（
一
三
八
）
周
南
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧

周
南
市
か
ら
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
南
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
係
る
同
法
第
十
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
図
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

周
南
都
市
計
画
用
途
地
域

二

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

（
一
三
九
）
周
南
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧

周
南
市
か
ら
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
南
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
の
変
更
に
係
る
同
法
第
十
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
図
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま

す
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

周
南
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区

二

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

（
一
四
〇
）
周
南
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧

周
南
市
か
ら
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
南
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項

に
規
定
す
る
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
図
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

周
南
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
三
百
十
大
迫
田
代
々
木
線

周
南
都
市
計
画
道
路
三
・
五
・
三
百
二
十
七
遠
石
馬
屋
線

二

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課
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（
一
四
一
）
周
南
都
市
計
画
緑
地
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧

周
南
市
か
ら
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
南
都
市
計
画
緑
地
の
変
更
に
係
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項

に
規
定
す
る
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
図
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

周
南
都
市
計
画
緑
地
三
百
一
周
南
緑
地

二

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
場
所

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事
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